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１
．
は
じ
め
に

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
数
多
く
の
た
め
池
が
被
災

し
、
福
島
県
で
は
た
め
池
決
壊
に
よ
り
死
者
・
行
方
不

明
者
８
名
の
人
的
被
害
を
含
む
甚
大
な
被
害
が
生
じ

た
。
ま
た
、
２
０
１
２
年
８
月
29
日
に
国
の
２
つ
の
有

識
者
会
議
は
、
東
海
、
東
南
海
、
南
海
地
震
な
ど
が
同

時
発
生
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
級
の
「
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
」
に
つ
い
て
、被
害
想
定
を
公
表
し
て
い
る
。

こ
れ
は
２
０
０
３
年
の
三
連
動
地
震
想
定
に
比
較
し

て
、た
と
え
ば
震
源
域
は
２
倍
の
予
想
と
な
っ
て
お
り
、

減
災
・
防
災
体
制
へ
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い
る
。
１
９

９
５
年
１
月
の
阪
神
淡
路
大
震
災
は
社
会
的
・
国
民
的

な
観
点
か
ら
防
災
・
減
災
対
策
か
ら
の
重
要
性
認
識
を

強
め
、
平
成
７
年
度
か
ら
「
た
め
池
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
整

備
事
業
」
を
通
じ
て
「
た
め
池
防
災
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
た
め
池
に
は
決
壊
し
た
際
、
下

流
の
家
屋
や
公
共
施
設
等
へ
被
害
を
も
た
ら
す
恐
れ
が

あ
る
も
の
が
数
多
く
存
在
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
て
防
災
・
減
災
の
た
め
の

ハ
ー
ド
対
策
だ
け
で
な
く
ソ
フ
ト
対
策
を
推
進
す
る
必

要
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
急
務
と
な
っ
て
い
る
た
め
池
防
災
・
減

災
の
ソ
フ
ト
対
策
を
推
進
す
る
た
め
に
実
施
し
て
い

る
、
平
成
24
年
農
林
水
産
省
農
林
水
産
技
術
会
議
「
新

た
な
農
林
水
産
政
策
を
推
進
す
る
実
用
技
術
開
発
事

業
」（
緊
急
対
応
研
究
課
題
）「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成

の
た
め
の
た
め
池
決
壊
時
の
被
害
範
囲
推
定
技
術
開

発
」
の
現
況
に
つ
い
て
示
す
。

２
．
簡
易
氾
濫
解
析
の
現
状
と
改
善
を
要
す
る
事
項

地
域
住
民
が
暮
ら
す
地
域
に
た
め
池
が
存
在
し
て
い

る
場
合
、「
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
は
、
自
然
災

害
に
よ
る
被
害
軽
減
に
向
け
た
、
避
難
計
画
の
策
定
、

防
災
教
育
、
防
災
意
識
の
啓
発
、
防
災
を
意
識
し
た
農

村
地
域
づ
く
り
、
及
び
行
政
と
住
民
と
の
リ
ス
ク
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の
ツ
ー
ル
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
、自
然
災
害
に
対
す
る
ソ
フ
ト
面
で
の
対
策
の
う
ち
、

最
も
重
要
と
な
る
情
報
提
供
手
段
で
あ
る
。

た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
際
の
被
害
範

囲
（
浸
水
範
囲
）
を
推
定
す
る
手
法
と
し
て
は
、（
１
）

た
め
池
等
整
備
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
地
区
で
は
事

業
計
画
時
に
、
想
定
被
害
区
域
に
お
け
る
、
堤
体
決
壊

時
の
流
積
（
流
下
断
面
積
）、
流
出
洪
水
量
、
総
流
出

量
を
想
定
し
、
想
定
被
害
区
域
の
等
水
深
図
を
作
成
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
過
去
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
で
き
る
。

ま
た
、（
２
）
過
去
の
氾
濫
実
績
に
基
づ
く
浸
水
範

囲
を
も
っ
て
浸
水
想
定
範
囲
と
す
る
方
法
が
あ
り
、
こ

の
手
法
は
、
過
去
の
災
害
に
関
す
る
資
料
収
集
や
体
験

者
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
氾
濫
状
況
や
浸
水
範
囲
の
推
定
を

行
っ
て
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
を
行
う
手
法
で
あ
り
、

数
値
計
算
等
を
必
要
と
し
な
い
た
め
簡
便
で
は
あ
る

が
、
過
去
の
実
績
を
上
回
る
規
模
の
災
害
に
は
対
応
で

き
な
い
。
ま
た
、
浸
水
の
痕
跡
だ
け
で
は
、
浸
水
範
囲

を
面
的
に
評
価
で
き
る
精
度
を
有
し
な
い
場
合
も
あ
る
。

（
３
）
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
基
づ
い
て
最
大

水
深
・
浸
水
時
間
・
氾
濫
水
の
到
達
時
刻
を
予
測
し
て

（独）農業・食品産業技術総合研究機構　　　　　　　　　　　　　
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ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
に
活
用
す
る
手
法
の
う
ち
、
簡

易
氾
濫
解
析
手
法
（
谷
・
井
上
、
２
０
１
２
）
を
活
用

し
た
「
た
め
池
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
」
に
よ
り
、
従
来
の
詳
細
な
氾
濫
解
析
手
法
に
比

較
し
て
大
幅
に
簡
易
的
な
氾
濫
解
析
が
可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
各
地
域
で
整
備
さ
れ
て
き
た
、
水
土
里
情
報

シ
ス
テ
ム
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
デ
ー
タ
と
結
合
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
低
コ
ス
ト
で
作
成
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
が
、
現
行
の
シ
ス
テ
ム
で
は
考
慮
で
き

な
い
諸
因
子
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
開
発
さ
れ
て
き
た

簡
易
氾
濫
解
析
手
法
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
必
ず
し
も
十

分
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。そ

こ
で
、
従
来
の
簡
易
氾
濫
解
析
手
法
で
は
考
慮
し

て
い
な
か
っ
た
諸
因
子
を
考
慮
し
て
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
ト

タ
イ
プ
を
開
発
・
検
証
（
㈱
ジ
ー
・
ア
ン
ド
・
エ
ス
が

担
当
）
す
る
と
と
も
に
、
簡
易
氾
濫
解
析
の
改
善
効
果

の
検
討
（
独
農
研
機
構
が
担
当
）
を
行
う
こ
と
と
し
た

（
図
︱
１
）。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
現
時
点
で
の
結

果
の
概
要
を
以
下
に
示
す
。

開
発
し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
も
に
得
ら
れ
た
知
見
を

周
知
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
た
め
池
の
防
災
・
減
災
対
策

の
推
進
と
地
域
住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
の
一
助
と
な

る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

３
．
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
の
改
善
点

（
１
）
詳
細
地
形
の
考
慮

詳
細
地
形
を
考
慮
す
る
た
め
に
は
、
現
行
の
10
ｍ

メ
ッ
シ
ュ
よ
り
も
詳
細
な
メ
ッ
シ
ュ
デ
ー
タ
の
入
力
と

処
理
を
可
能
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
、
国
土
地
理

院
の
基
盤
地
図
情
報
（JPG

IS2.x

形
式
、
ま
た
は
、

JPGIS2.x

（
Ｇ
Ｍ
Ｌ
）形
式
）は
現
行
の
10
ｍ
メ
ッ
シ
ュ

が
全
国
を
カ
バ
ー
し
た
後
に
５
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
デ
ー
タ
の

作
成
が
開
始
さ
れ
、
一
部
の
地
域
で
は
使
用
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
（
図
︱
２
）。
し
た
が
っ
て
、
５
ｍ
Ｄ
Ｅ

Ｍ
（
標
高
デ
ー
タ
）
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

り
、
氾
濫
域
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
最
大
水
深
、
最
大

流
速
、
到
達
時
間
の
推
定
）
を
行
う
こ
と
を
可
能
と
し

た
。
５
ｍ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
に
は
３
つ
の
種
類
が
あ
り
、
３
種
類

の
情
報
が
重
複
し
て
い
る
地
域
は
、
測
量
精
度
の
高
い

も
の
を
優
先
し
て
採
用
す
る
こ
と
と
し
、
下
記
の
優
先

度
を
つ
け
て
採
用
し
た
。

　
　

航
空
測
量＞

公
共
測
量＞

写
真
測
量

航
空
レ
ー
ザ
測
量
で
は
正
確
に
水
面
の
高
さ
を
測
る

こ
と
が
難
し
い
こ
と
か
ら
（
国
土
地
理
院
Ｈ
Ｐ
）、
水

系
情
報
は
、
10
ｍ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
（
メ
ッ
シ
ュ
標
高
デ
ー
タ
）

を
４
分
割
し
た
５
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
を
割
り
あ
て
て
い
る
。

ま
た
、
５
ｍ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
の
リ
リ
ー
ス
さ
れ
て
い
な
い
地
域

は
、
10
ｍ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
を
４
分
割
し
た
５
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
を
割

図―１　実用技術開発事業（緊急対応研究課題）で取り組
むハザードマップ作成のためのため池決壊時の被
害範囲推定技術

図―２　５mDEM の全国リリース状況（国土地理院による）

国土地理院ウェブサイトでの高精度な数値標高データ

「基盤地図情報（数値標高モデル）５mメッシュ（標高）」公開範囲

平成24年３月現在
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り
あ
て
て
お
り
、
10
ｍ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
、
５
ｍ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
で
の
境

界
部
で
は
氾
濫
解
析
に
誤
差
が
含
ま
れ
る
の
で
注
意
が

必
要
で
あ
る
。

（
２
）
決
壊
条
件
の
改
善

簡
易
氾
濫
解
析
は
浅
水
方
程
式
（
連
続
式
、
運
動
方

程
式
）
を
数
値
的
に
解
い
て
各
メ
ッ
シ
ュ
点
、
各
時
刻

で
の
水
深
、
流
速
等
を
推
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
初
期

条
件
・
境
界
条
件
と
し
て
流
入
境
界
に
お
け
る
流
量
時

刻
歴
と
方
向
を
指
定
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
特
に
破
堤

位
置
の
指
定
や
ハ
イ
ド
ロ
グ
ラ
フ
（
破
堤
地
点
か
ら
の

流
入
量
時
刻
歴
）
は
氾
濫
域
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果

に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
改
善
を
行
っ

た
。破

堤
点
の
指
定
に
関
し
て
は
、
従
来
の
シ
ス
テ
ム
で

池
の
登
録
位
置
か
ら
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
破
堤
点
を

決
め
て
解
析
を
行
っ
て
い
た
た
め
、
現
地
の
状
況
に
十

分
に
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
堤

体
下
流
側
の
適
切
な
破
堤
点
を
任
意
の
位
置
を
指
定
で

き
る
よ
う
に
改
善
を
行
っ
た
（
図
︱
３
）。

従
来
は
、
破
堤
点
に
お
け
る
ピ
ー
ク
流
出
流
量
は
コ

ス
タ
の
経
験
式
で
評
価
さ
れ
る
値
に
固
定
し
て
い
た

が
、
多
様
な
形
式
に
対
応
で
き
る
こ
と
と
し
、
コ
ス
タ

の
経
験
式
と
任
意
の
ハ
イ
ド
ロ
グ
ラ
フ
の
テ
ー
ブ
ル
を

選
択
で
き
る
よ
う
に
改
善
し
た
。

経
過
時
間
（
秒
）、
流
出
量
（
㎥
／
秒
）
を
列
に
し

た
任
意
の
テ
ー
ブ
ル
を
作
成
し
、
フ
ァ
イ
ル
（
Ｃ
Ｓ
Ｖ

フ
ァ
イ
ル
形
式
）
に
保
存
し
た
後
に
、解
析
操
作
時
に
、

こ
の
フ
ァ
イ
ル
を
指
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
任
意
の
ハ

イ
ド
ロ
グ
ラ
フ
に
よ
る
解
析
が
可
能
で
あ
る
。

（
３
）
粗
度
係
数
の
改
善

簡
易
氾
濫
解
析
を
行
う
際
に
は
、
マ
ニ
ン
グ
則
に
よ

り
流
路
底
面
流
速
を
求
め
る
こ
と
か
ら
、
流
路
の
地
目

に
応
じ
て
粗
度
係
数
が
変
化
し
た
場
合
に
は
結
果
が
変

化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
全
域
で
粗
度
係
数
が
均
一

（
０
・
０
４
）
に
固
定
さ
れ
て
い
た
従
来
の
方
法
を
改

善
し
て
、
解
析
領
域
の
平
均
値
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
任

意
値
の
入
力
を
可
能
に
し
た
（
図
︱
４
）。

４
．
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
の
改
善
効
果

開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
の
改
善
効
果
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
た
め
池
の
タ
イ
プ
と
し
て
、
⒜

皿
池
、
⒝
谷
池
（
下
流
部
が
狭
小
な
平
野
あ
る
場
合
を

含
む
）、
⒞
下
流
部
に
中
規
模
以
上
の
平
野
が
あ
る
谷

池
、
の
典
型
的
な
事
例
を
選
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ

プ
に
お
け
る
改
善
効
果
を
検
討
し
た
。

（
１
）
詳
細
地
形
の
考
慮

10
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
に
替
え
て
５
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
地
形
デ
ー

タ
を
用
い
た
場
合
の
改
善
効
果
を
図
︱
５
～
７
に
示
す
。

こ
れ
ら
の
中
で
は
タ
イ
プ
⒞
（
下
流
部
に
中
規
模
以

上
の
平
野
部
を
有
す
る
谷
池
）
で
の
改
善
が
顕
著
で
あ

り
、
図
︱
７
で
地
形
の
変
換
点
で
あ
る
山
間
部
か
ら
平

野
部
へ
の
出
口
以
降
、
５
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
解
析
結

果
が
実
情
を
反
映
し
た
結
果
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら

れ
た
。
タ
イ
プ
⒜（
皿
池
）に
お
い
て
も
10
ｍ
メ
ッ
シ
ュ

図―４　任意の粗度係数入力
（上段でハイドログラフを指定）

図―３　破堤点の指定

ため池

従来手法で固定
されていた決壊点

今回の改善により下流側の
適正箇所に指定
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図―５　詳細地形の考慮による改善効果（皿池）
（10mメッシュ） （５mメッシュ）

図―６　詳細地形の考慮による改善効果（谷池）

（10mメッシュ）

（５mメッシュ）

図―７　詳細地形の考慮による改善効果
（下流部に中規模以上の平野がある谷池）

（10mメッシュ） （５mメッシュ）
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の
結
果
は
流
下
域
で
拡
散
す
る
傾
向
が
あ
り
、
詳
細
地

形
に
追
従
し
た
解
が
得
ら
れ
る
５
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
に
よ
り

良
好
な
結
果
を
与
え
て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
（
図
︱

５
）。
タ
イ
プ
⒝
（
谷
池
）
で
、
下
流
部
の
平
野
が
狭

小
な
場
合
は
10
ｍ
標
高
デ
ー
タ
を
用
い
て
も
良
好
な
結

果
が
得
ら
れ
て
い
る
（
図
︱
６
）。

（
２
）
決
壊
条
件
の
改
善

決
壊
条
件
の
改
善
効
果
と
し
て
、
決
壊
地
点
を
指
定

す
る
こ
と
に
よ
る
改
善
効
果
を
図
︱
８
～
10
に
示
す
。

タ
イ
プ
⒜
（
皿
池
）
の
一
部
で
改
良
が
顕
著
だ
っ
た

（
図
︱
８
）。
図
示
し
た
た
め
池
で
は
主
た
る
流
下
方
向

（
堤
体
北
側
）
の
西
側
側
方
を
決
壊
地
点
と
し
た
場
合

と
東
側
を
決
壊
地
点
と
し
た
場
合
に
流
下
方
向
が
異
な

る
場
合
に
こ
れ
ら
が
簡
易
氾
濫
解
析
の
結
果
上
に
も
反

映
さ
れ
て
い
る
。
解
析
対
象
と
し
た
平
野
部
で
は
河
川

流
路
の
他
に
多
様
な
流
水
経
路
が
あ
り
、
例
え
ば
出
水

と
呼
ば
れ
る
湧
水
の
流
出
点
は
線
状
に
連
な
っ
て
、
河

川
流
路
と
は
異
な
る
微
地
形
（
低
平
地
）
を
構
成
し
て

い
る
。
複
数
の
流
下
経
路
の
分
岐
点
に
あ
た
っ
て
い
る

皿
池
で
は
特
に
現
地
の
状
況
に
留
意
し
、
決
壊
地
点
の

選
定
を
適
切
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

タ
イ
プ
⒝
（
谷
池
）（
図
︱
９
）、
タ
イ
プ
⒞
（
谷
池

＋
下
流
部
に
中
規
模
以
上
の
平
野
）（
図
︱
10
）
で
は

決
壊
地
点
を
考
慮
し
て
も
浸
水
範
囲
に
大
き
な
差
異
は

な
か
っ
た
。

５
．
簡
易
氾
濫
解
析
結
果
を
用
い
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
作
成
と
住
民
の
防
災
意
識
の
喚
起

河
川
堤
防
の
防
災
・
減
災
対
策
を
目
的
と
し
て
開
発

さ
れ
、
用
い
ら
れ
て
き
た
氾
濫
解
析
で
は
各
種
条
件
設

定
を
詳
細
に
行
い
、
専
門
の
技
術
者
に
よ
る
現
地
調
査

及
び
詳
細
解
析
が
行
わ
れ
て
き
た
。

こ
れ
に
対
し
、
全
国
約
20
万
カ
所
に
及
ぶ
農
業
用
た

め
池
の
す
べ
て
で
高
精
度
の
詳
細
解
析
を
行
な
っ
て
氾

濫
域
を
予
測
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
簡

易
氾
濫
解
析
手
法
を
用
い
た
低
コ
ス
ト
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
作
成
の
必
要
性
が
高
い
。

こ
れ
ま
で
に
各
都
道
府
県
で
整
備
さ
れ
て
き
た
た
め

池
を
含
む
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
水
土
里
）
情
報
を
用
い
て

土
地
改
良
技
術
者
が
、
簡
易
氾
濫
解
析
の
結
果
を
活
用

す
る
際
に
留
意
す
べ
き
事
項
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

地
域
住
民
の
防
災
意
識
を
喚
起
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
で

あ
り
、
簡
易
氾
濫
解
析
の
結
果
を
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と

な
く
、
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
十
分
に

行
っ
て
、
住
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
防
災
計
画
を
検
討

す
る
こ
と
で
あ
る
。

レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
等
の
航
空
測
量
に
よ
る
高
精
度

デ
ー
タ
か
ら
構
成
さ
れ
る
５
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
デ
ー
タ
は
、

写
真
測
量
結
果
を
補
間
し
て
作
成
さ
れ
た
10
ｍ
メ
ッ

シ
ュ
デ
ー
タ
に
比
べ
て
、
大
幅
な
精
度
向
上
が
得
ら
れ

る
可
能
性
が
あ
り
、
各
種
要
因
を
改
善
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
簡
易
氾
濫
解
析
の
精
度
が
大
幅
に
向
上
す
る

可
能
性
は
高
い
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
改
善
要
因
を
考
慮
し
て
も
、
依

然
と
し
て
残
る
簡
易
氾
濫
解
析
結
果
が
実
状
と
は
異
な

る
要
因（
た
と
え
ば
見
落
と
し
て
い
た
地
形
の
欠
損
部
、

伏
在
す
る
流
水
経
路
等
）
を
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
等
に
よ
り
実
情
に
即
し
て
把
握
し
、
防
災
計
画

を
改
善
し
、
住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
に
繋
げ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

簡
易
氾
濫
解
析
を
適
切
に
実
施
し
実
効
あ
る
も
の
と

す
る
た
め
に
は
、
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等

を
通
じ
て
、
地
域
の
実
情
を
的
確
に
把
握
し
、
必
要
に

応
じ
た
簡
易
氾
濫
解
析
結
果
の
補
正
を
行
っ
た
上
で
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
良
と
活
用
を
行
う
心
構
え
と
技
量

を
地
域
の
農
業
土
木
技
術
者
が
有
す
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
今
回
の
実
用
技
術
開
発
事
業
の

一
環
と
し
て
、簡
易
氾
濫
解
析
結
果
が
得
ら
れ
た
後
に
、

如
何
に
し
て
実
効
あ
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
づ
く
り
・
活

用
を
行
っ
て
い
く
か
に
つ
い
て
も
情
報
交
換
す
る
こ
と

も
目
的
の
一
つ
と
し
て
、
２
月
26
日
に
農
村
工
学
研
究

所
に
お
い
て
「
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
関
す
る
研

究
会
」
を
開
催
し
、
簡
易
氾
濫
解
析
手
法
の
改
善
に
か

か
わ
る
取
組
み
の
状
況
に
つ
い
て
広
報
す
る
と
と
も

に
、
簡
易
氾
濫
解
析
手
法
を
用
い
て
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

作
成
を
先
進
的
に
行
っ
て
い
る
県
か
ら
取
り
組
み
事
例

に
つ
い
て
の
報
告
を
受
け
、情
報
交
流
を
行
っ
た
。（
表

︱
１
）

簡
易
氾
濫
解
析
結
果
は
、
各
都
道
府
県
で
整
備
さ
れ

て
い
る
Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
で
イ
ン
ポ
ー
ト
し
、
既
に
整

備
さ
れ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
水
土
里
情
報
シ
ス
テ
ム
）
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図―８　決壊地点の考慮による改善効果（皿池）
（西側決壊点） （中央部決壊点） （東側決壊点）

図―９　決壊地点の考慮による改善効果（谷池）

（中央部決壊点）

（右岸側決壊点）

（左岸側決壊点）

図―10　決壊地点の考慮による改善効果
（下流部に中規模以上の平野がある谷池）

（左岸側決壊点） （中央部決壊点）
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と
重
ね
合
わ
せ
て
簡
易
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。

島
根
県
の
事
例
（
水
土
里
ネ
ッ
ト
島
根
）
で
は
簡
易

氾
濫
解
析
結
果
（
シ
ェ
イ
プ
フ
ァ
イ
ル
）
を
島
根
県
土

連
で
使
用
し
て
い
る
Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
（
Ｐ
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ｐ

Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
）
で
イ
ン
ポ
ー
ト
し
た
後
に
、
２
５
０
０
地

形
図
及
び
オ
ル
ソ
画
像
と
重
ね
合
わ
せ
て
、
氾
濫
域
の

土
地
利
用
状
況
の
把
握
や
氾
濫
域
の
再
検
討
が
可
能
に

な
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
氾
濫
域
に
影
響
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
大
型
の
水
路
や
河
川
、
高
盛
り
土
の
道

路
や
鉄
道
の
位
置
を
把
握
し
た

後
に
現
地
調
査
の
結
果
や
地
元

住
民
の
意
見
を
反
映
し
て
デ
ー

タ
修
正
を
行
う
手
順
も
示
さ
れ

て
い
る
。

大
型
水
路
や
河
川
等
が
影
響

し
氾
濫
域
を
縮
小
す
る
場
合

は
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
画
面
上
で
氾
濫

域
の
メ
ッ
シ
ュ
を
削
除
し
、
水

田
な
ど
の
平
地
部
分
の
氾
濫
域

を
拡
大
さ
せ
た
い
場
合
は
、
氾

濫
メ
ッ
シ
ュ
を
新
た
に
作
成
す

る
手
順
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
修
正
を
行
っ
た
後
に
、

避
難
場
所
と
な
る
施
設
を
Ｇ
Ｉ

Ｓ
上
で
オ
ル
ソ
画
像
で
確
認
し

て
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
登
録
し
、

避
難
経
路
と
な
る
道
を
オ
ル
ソ

画
像
で
確
認
し
て
経
路
と
な
る

線
を
作
画
し
て
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
作
成
し
た
事
例
等
が
示
さ

れ
て
い
る
。

農
村
工
学
研
究
所
の
簡
易
氾
濫
解
析
シ
ス
テ
ム
で

は
、
今
回
の
機
能
改
善
に
先
立
っ
て
平
面
直
交
座
標
系

標
高
の
取
り
込
み
機
能
が
追
加
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
機

能
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
際
に
は
盛
土
に
よ
り

滞
留
す
る
は
ず
の
氾
濫
流
水
が
計
算
上
は
越
流
す
る
場

合
な
ど
に
、
メ
ッ
シ
ュ
標
高
値
を
補
正
す
る
こ
と
に
よ

り
簡
易
氾
濫
解
析
結
果
を
補
正
し
た
事
例
（
水
土
里

ネ
ッ
ト
岡
山
）
も
示
さ
れ
て
い
る
。

簡
易
氾
濫
解
析
結
果
を
Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
上
で
直
接

編
集
（
た
と
え
ば
堤
防
を
不
自
然
に
越
流
す
る
浸
水
域

の
大
幅
な
消
去
等
）
を
行
っ
た
場
合
に
は
簡
易
氾
濫
解

析
結
果
が
誤
差
を
含
む
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
こ
こ
で

報
告
が
あ
っ
た
手
法
が
有
効
と
考
え
る
。

岡
山
県
で
は
水
土
里
情
報
はSIS 6.2 A

ctive X
 

M
odeller 

ま
た
はSIS 6.2 M

ap M
odeller 

を
用
い

て
Ｇ
Ｉ
Ｓ
デ
ー
タ
の
編
集
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
こ
の

シ
ス
テ
ム
上
で
国
土
地
理
院
の
基
盤
地
図
情
報
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
さ
れ
た
標
高
メ
ッ
シ
ュ
デ
ー
タ
と
併
せ
て

盛
土
や
堤
防
に
相
当
す
る
高
標
高
の
連
続
壁
の
デ
ー
タ

を
作
成
し
て
お
き
、
こ
の
両
者
の
平
面
位
置
に
お
け
る

標
高
値
を
重
ね
合
わ
せ
て
メ
ッ
シ
ュ
標
高
デ
ー
タ
を
補

正
し
、
簡
易
氾
濫
解
析
に
よ
る
浸
水
域
が
適
正
な
範
囲

に
補
正
で
き
た
事
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。

簡
易
氾
濫
解
析
結
果
が
Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
上
で
、
水

土
里
情
報
活
用
推
進
事
業
で
整
備
さ
れ
た
各
種
の
デ
ー

タ
と
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
利
用
し
て
、
た
め
池

氾
濫
時
の
浸
水
農
地
等
の
表
示
・
集
計
例
も
示
さ
れ
て

い
る
。

表―１　「ため池ハザードマップに関する研究会」の概要
「ため池ハザードマップに関する研究会」 議事次第 平成２５年２月２６日 主催：（独）農研機構農村工学研究所

１．開会挨拶 農村工学研究所 高橋 順二 所長 13:00-13:05

２．ため池の災害と地域減災の方向について －広域多所災害に対する取り組み－
農村工学研究所施設工学研究領域 毛利 栄征 領域長 13:05-13:20

３．ため池簡易氾濫解析の改善に向けた要望
農村振興局整備部防災課 北田 裕道 課長補佐 13:20-13:30

４．ため池ハザードマップ作成のための簡易氾濫解析の今後の方向
農村工学研究所施設工学研究領域広域防災担当 川本 治 上席研究員 13:30-13:40

５．簡易ため池氾濫解析システムの改良について
（株）ジー・アンド・エス 福原 正斗 顧問 13:40-14:00

６．ため池ハザードマップ作成に関する各地の取り組み （各県15分） 14:00-15:15
兵庫県農政環境部農林水産局農村環境室 谷口 和行 主査
岡山県土地改良事業団体連合会総務部水土里情報課 原 聡 主任
島根県土地改良事業団体連合会水土里情報センター 経種 一郎 サブリーダー
山口県農林水産部農村整備課 脇屋 和久 主査
山口県土地改良事業団体連合会事業部 柴崎 一良 課長補佐
香川県土地改良事業団体連合会事務局 高尾 武司 次長

(  休 憩 )                                       15:15-15:25
７．農村自主防災計画策定のためのWS展開プログラム-住民手作り防災マップ策定手法-

農村工学研究所農村基盤研究領域資源情報担当 重岡 徹 主任研究員 15:25-15:45
８．ため池氾濫解析システムの実演

（株）ジー・アンド・エス 15:45-16:40

９．総合討論（司会：鈴木 尚登 防災研究調整役） 16:40-17:15

10．閉会（全体司会：吉迫　宏 主任研究員） 17:15
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山
口
県
か
ら
は
た
め
池
耐
震
性
予
備
診
断
に
つ
い
て

の
報
告
を
受
け
た
後
に
、
山
口
県
土
地
改
良
事
業
団
体

連
合
会
か
ら
農
工
研
簡
易
解
析
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
用
に

つ
い
て
の
報
告
を
受
け
た
。
こ
の
事
例
で
は
、
県
内
２

９
４
６
箇
所
の
た
め
池
を
注
目
度
別
に
仕
分
け
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
行
わ
れ
た
た
め
池
耐
震
一
次
診
断

の
被
災
影
響
度
を
判
定
す
る
た
め
に
、
従
来
の
簡
易
氾

濫
解
析
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
結
果
を
用
い
、
農
業
土
木
技
術

者
が
地
形
や
既
存
構
造
物
の
情
報
を
現
地
調
査
し
て
修

正
す
る
こ
と
で
解
析
評
価
を
行
っ
た
事
例
が
報
告
さ
れ

た
。現

地
調
査
で
確
認
す
べ
き
事
項
と
し
て
は
地
形
条
件

と
既
設
構
造
物
に
大
別
さ
れ
る
各
要
因
で
調
査
内
容
や

補
正
方
法
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
地

形
条
件
の
一
つ
と
し
て
水
田
の
現
地
標
高
を
確
認
し
た

上
で
、
氾
濫
区
域
の
水
田
に
隣
接
し
て
同
等
標
高
の
水

田
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
そ
の
一
筆
全
体
を
氾
濫
区
域

に
補
正
し
た
事
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
既
設
構
造
物
の
一
つ
と
し
て
は
、
氾
濫
流
水

を
堰
き
止
め
る
と
判
断
さ
れ
る
道
路
・
鉄
道
を
縦
断
す

る
水
路
の
有
無
と
そ
の
断
面
（
幅
・
深
さ
）
を
調
査
し
、

浸
水
深
と
比
べ
て
水
路
が
深
い
場
合
は
、
洪
水
は
そ
の

地
点
で
流
れ
る
と
判
断
し
て
堰
き
止
め
が
な
い
状
態
で

の
浸
水
域
の
ま
ま
と
し
、
浸
水
深
と
比
べ
て
水
路
が
浅

い
場
合
は
、
水
路
底
か
ら
水
深
高
さ
分
ま
で
浸
水
区
域

を
広
げ
る
事
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。

香
川
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
か
ら
は
、
簡
易

氾
濫
解
析
が
用
い
ら
れ
て
い
る
事
例
と
併
せ
て
水
土
里

ネ
ッ
ト
香
川
た
め
池
氾
濫
解
析
支
援
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

た
め
池
氾
濫
解
析
の
現
状
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
兵
庫
県
か
ら
は
県
下
の
た
め
池
に
関
す
る
防

災
・
減
災
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

各
県
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
方
式
で
構
築
さ
れ
て
き
た

水
土
里
情
報
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
特
徴
あ
る
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
作
成
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
情
報
が
交

換
さ
れ
る
と
と
も
に
、
本
研
究
会
か
ら
は
全
国
か
ら
67

名
の
参
加
者
が
あ
り
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
技
術
の

向
上
を
図
る
上
で
有
用
な
研
究
会
に
な
っ
た
と
考
え
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
会
で
各
県
か
ら
報
告
を
受
け
た
農
工

研
の
簡
易
氾
濫
解
析
手
法
を
用
い
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

作
成
事
例
も
含
め
て
、今
回
の
実
用
技
術
開
発
事
業（
緊

急
対
応
研
究
課
題
）
の
一
環
と
し
て
、
改
善
さ
れ
た
簡

易
氾
濫
解
析
手
法
を
用
い
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
・
配
布
を
行
う
予
定
で
あ
り
、
現
在
、

最
終
案
の
作
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

６
．
お
わ
り
に

急
務
と
な
っ
て
い
る
た
め
池
減
災
・
防
災
の
ソ
フ
ト

対
策
を
推
進
す
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
、
平
成
24
年

農
林
水
産
省
農
林
水
産
技
術
会
議
「
新
た
な
農
林
水
産

政
策
を
推
進
す
る
実
用
技
術
開
発
事
業
」（
緊
急
対
応

研
究
課
題
）「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
の
た
め
の
た
め

池
決
壊
時
の
被
害
範
囲
推
定
技
術
開
発
」
の
現
況
に
つ

い
て
示
し
た
。

現
在
、
最
終
的
な
と
り
ま
と
め
を
行
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
最
終
結
果
を
盛
り
込
ん
だ
内
容
に
つ
い

て
後
日
、
稿
を
改
め
て
い
ず
れ
か
の
形
で
明
ら
か
に
す

る
予
定
で
あ
る
。
本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

農
林
水
産
省
防
災
課
、
多
数
の
県
、
県
土
連
か
ら
ご
協

力
を
賜
っ
た
。
関
係
者
各
位
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
す

る
。

（
参
考
文
献
・
資
料
）

・
農
村
工
学
研
究
所
、
㈱
ジ
ー
・
ア
ン
ド
・
エ
ス
：
平
成
24
年
度
新

た
な
農
林
水
産
政
策
を
推
進
す
る
実
用
技
術
開
発
事
業
「
た
め
池

決
壊
時
の
簡
易
氾
濫
解
析
に
よ
る
被
害
範
囲
推
定
技
術
の
開
発
」

（
２
４
０
３
５
）
研
究
全
体
実
施
計
画
書
（
２
０
１
２
）

・
谷
茂
、
井
上
敬
資
：
氾
濫
解
析
を
用
い
た
た
め
池
決
壊
に
伴
う
下

流
域
の
被
害
算
定
法
、
農
工
研
技
報
２
１
０
、
１
３
７
～
１
４
４

（
２
０
０
９
）

・
農
林
水
産
省
農
村
振
興
局
防
災
課
：
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
の
基

本
的
な
考
え
方
（
２
０
１
２
）

・
農
村
工
学
研
究
所
：「
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
関
す
る
研
究

会
」
配
布
資
料
（
２
０
１
３
）


